

























に近時気づいた。 は鎌倉末期から南北朝期にかけての 『八幡愚童訓』（所謂甲本。以下同） ・ 『予章記』 ・ 『伊予三島縁起』 ・ 『八幡宇佐宮御託宣集』薩巻裏書（金氏論①）及び『一代要記』 （金氏論②）に、新羅の播磨襲来説が見える事を指摘して、建保七年（一二一九）撰の石清水八幡宮蔵『諸縁起』所収の縁起や、金沢文庫伝来で、 『三韓征伐記』の別名を持つ『対馬記
（４）
』に、別に新羅日本襲来説が見える事から、新
























































































































あつたとすべきで るが、 他本は傍線の通り、 或は「弓箭折」 （筑紫本
（７）
）




















































































































































と、他の記録に見えない襲来記事があり、敏達紀記事の明石襲来は同じだが 官兵出動の記事（傍線）は『八幡愚童訓』よりも先行系図に近い。 故に河野家の鉄人退治譚は 『八幡愚童訓』 ではなく、 『園城寺伝記』の朝山氏の伝承が示す様 、別の播磨異賊襲来説話に基づくと想定出来る である。　
その播磨襲来説の成立について先稿では未見の『新羅合戦記』が典







の書写で、代々書き継ぎが成され 所が が（一「人代歴」 ・ 「侍中
































































と、 平将門鉄身を受けるが、 眉間（ 太平記』 ） ・ こめかみ（ 『職原之起
）ナ1
（』 ）




















たかもしれない。 しかし 『榻田暁筆』 では名刀故、 貫いたかは不明で、 『武家繁昌』では焼き殺すとあるから、以上の鉄身 単に強敵としての設定に留まる事にならう。　
蚩尤鉄身説話にも弱点の露見とそれによる退治が無い例がある。能
『涿漉』には、
蚩尤ハ鉄の膚、うて共、切共ひるます て、飛違、はね違、 たらきけれ共、郎等残らす討れけれは、蚩尤を中にをつ取こめて足手をいため、打ふせて、縄打かけて、軒轅・黄帝ハ還幸な こそ目出たけれ
）ナ1
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ノ裏ニ肉有テ、眼湧泉ニアリ、三島大明神翁ニ現シテ、益躬ニ鉄人眼有所ヲ知セ王フ、益躬喜ンテ袖 下ニ隠シ持タ 剣 テ、鉄人カ眼ヲ突殺ス
と肉・眼が双方登場するのは、折衷本文の可能性があるが、何れも足裏に眼がある奇怪さを改めたと解される。しかしさうすると美景を前に足 を挙げる必然性がなくなり、発見も困難となる。長福寺本より後出改変の上蔵院本『予章記』では、

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































夜話及綴法師之事、五条橋下有社、曰夏禹庿、在水辺之故云爾乎、後藤佐渡云、綴法師天下悪党也、依六波羅命 我先祖縛之 使燕丹誅之、故燕丹之社云々、樹公云 凡屠牛馬、食人之残者、号穢多、蓋経文也、 云非也云々（増補続史料大成）






















































に住居せり、 日本の人異邦の何氏やらん知れぬ人とて、 参会せず、日本の人交はらざるが故に家業なし、さるによつて牛馬の捨て有を拾ひて、皮を剥ぎて家業にせしより起れり、燕丹の軍三千 日本へ渡る時、男女数人来ると見えしなりと有り
輝星按に、燕丹軍三千日本へ渡ると云事、何の書に出しや、いまだ所見なし 猶再考すべし










































































































































































































































答、射礼とて、むかしは内裡にて弓射る事のありし也、孝徳天皇の御宇に正月弓をいさしむ、凡まとは蚩尤が眼と名付て これをいたましむるなり、 仁徳天皇の御宇 高麗国より、 くろがねの楯 ・
くろがねの的をたてまつりしを、盾人宿禰といふものいとをしてかへしければ、それより日本をとらんといふ事をとゞめ侍り
と、異国襲来と結びついてゐる。 『峯相記』には蒙古襲来の影響があるから 貞 の退治譚も逆に播磨鉄人退治譚を承ける可能性を全く否定出来ないが、日蓮も、






















































































































































































































































































と射礼の起源説話とする。種々雑多な故事が吸収され、混交して行つたのである。百合若大臣説話もその流れの中で把握されるべきであらう。鉄人退治譚は決して小さな 柄ではない。注（１） 「系図と家記―伊予河野氏の例から―（上） 」 （ 『国語国文』












高橋氏文・天書・神別記』の翻刻による。先稿以降参照したのが行誉本（小助川元太氏「京都国立博物館蔵行誉書写本『八幡愚童訓巻下（翻刻） 」 〔 『唱導文学研究』八〕の翻刻）で同じ。宗家本（小助川元太氏「対馬歴史民俗資料館宗家文庫蔵『八幡大菩薩御縁起童紀
　


















料叢書『八幡大菩薩愚童記』の影印による ・由良湊神社本・上生院本 ・ 寛文版本 （以上、 前掲小野氏著所収 行誉本 （小助川元太氏 「京都国立博物館蔵行誉写本 『八幡愚童訓』 巻上 （翻刻） 」 〔 『唱導 学研究』七〕 ）が同じ。
（８）冷泉家時雨亭叢書『詞林采葉抄・人丸集』の影印による。（９） 管見に入つたのは （松本隆信氏 「室町時代物語類現存本簡明目録」
－ 15 －
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一、同旧蔵同蔵奈良絵本『八幡本地』二帖（ 室町時代物語集』一）一、 同旧蔵同蔵奈良絵本 『八まんの 地』 二帖 （ 室町時代物語集』 一）一、東大寺蔵天文四年祐全奉納絵巻（ 『社寺縁起絵』 ）一、スペンサー図書館本『八幡の 地』 （斯道文庫 の紙焼写真）一、由原八幡縁起（続群書類従）一、榊原家蔵絵巻（黒田彰・坪井直子・筒井大祐氏「榊原本八幡の
本地（上）―影印、翻刻」 〔 『仏教大学文学部論集』九十五、平成二十三年三月〕 ）
一、秋穂正八幡宮蔵絵巻（黒田彰・筒井大祐氏「秋穂正 幡宮 八


















































12）現代思潮社刊本の重松明久氏の翻刻による。その解説によれば奈多八幡宮本、宇佐神宮本（史料拾遺『宇佐託宣集』に翻刻）の本文には「裏書」の記載があ が、 相当本文が無い。大和文華館本（国文学研究資料館の電子公開）にも見えな 。
（
13） 「 『越智系図』 における越智の信憑性
　『二中歴』 との関連から」 （ 『古
田史学会報』八十七、平成二十二年八月）
（
14）川瀬一馬氏『増訂古辞書の研究』 「二中歴」 （昭和六十一二月） 。
（















20） 『室町物語大成』十一の翻刻による。 〔〕は国学院大図書館本（電子公開）に拠る。大谷大氏「新出異本『舟の威徳』解題と翻刻」 （ 『緑岡詩林』 三十三、 平成二十一年三月） の大谷氏蔵本も天理本にほぼ同。
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による。次の上蔵院本も同。長福寺本と上蔵院本との関係は佐伯真一氏「 『予章記』雑考」 （ 『帝塚山学院大学研究論集』二十二、昭和六十二年十二月）に拠る。また利用した『予章記』は先稿に記したが、その後、呆犬斎文庫本（近世中期写一冊）が管見に入つた。
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32） 『室町時代物語大成』 七所収。大 急文庫本以外は小異あれども、金礫の廻りを飛び続けたとある。管見に入つた諸本は天理大学図書館本（ 『室町時代物語大成』七所収） ・慶応大学図書館蔵万治三年写本 （古典文庫 『神道物語集』 ） ・ 小野本 （ 『室町時代物語大成』 補遺二） ・正保頃刊本（ 『室町時代 一） ・台湾大学図書館本（台湾大学国書集成一） ・歴史民俗博物館本（金子恵理子氏「歴史民俗博物館蔵「田村の草子」翻刻と解題」 〔 『専修国文』八十二、平成二十年八月〕 ） ・アラス市立図書館本（同氏「アラス市立図書館蔵「田村の草子」翻刻と解題」 〔 『専修国文』八十四、平成二十一年一月〕 ） 。
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39） 『むろまちものがたり』七所収。承応刊本（ 『室町時代物語大成』九） ・ チエスタービーテイ本 （麻原美子氏 「翻刻チェスター ・ ビーティ図書館蔵 『玉藻草子』 」 〔 『国文目白』 二十三、 昭和五十九年二月〕 ） 同。国会本（ 『室町時代物語大成』九）は傍線を「くはうゐ」とする。
（
40） 『室町時代物語大成』九。京大図書館本（ 『むろまちものがたり』五） ・ 山岸本（ 『室町期物語 二） ・ 京大附属図書館蔵『たま藻のまへ』
（ 『むろまちものがたり』十） ・京大国文本『たまも』 （ 『同』 ） ・大阪大谷大本（下巻。電子公開） 桐村本（ 『玉藻ノ前之物語』 、東大史料編纂所蔵紙焼写真） ・ 東洋文庫本 （電子公開） が同じ。常在院本 （大島由起夫氏「 『玉藻前諸本』をめぐって（一）―常在院本翻刻解題にかえてのメモ―」 〔 『伝承文学研究』三十九、平成三年五月〕 ） ・昭和女子大絵巻（藤岡忠美ゼミ「昭和女子大学蔵『玉藻前絵巻』 〔 『昭和女子大学 学院日本文学紀要』三、平成四年三月〕 ）は傍線「はじむといふ」 ）とする。栃木県立博物館 （山本晶子・見田僚 氏
「栃木県立博物館蔵「玉藻前草子」翻刻・紹介（上） ・ （下） 」 〔 『学苑』六三九 ・ 六四〇、平成五年二 ・ 三月〕 ） ・九州大本（電子公開）は「くわうてい」を「くはうゐ」とする。
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49） 『野馬台縁起』への影響は、小峯和明氏『 『野馬台詩 の謎』 （平成十五年）に指摘が有る。また越前朝倉氏の始祖伝承への影響は別に考察したい。
（





















原始 ・ 古代』二二九四の翻刻による。 『諸
家系図纂』二十五上の「三枝系図」は大意同じであるが、三枝寺建立の記事はない。
（
53） 『美濃国諸家系譜』の「秋月氏系図」 （東大史料編纂所蔵謄写本）にも明石上陸を持つ近似記事が見えるが、 『大蔵系図』 ・ 『秋月系図』 ・







































































































65） 同人の 公事根源』 では傍線部が 「こま人ども、 弥をそれをなして、御門になびきしたがひ奉りとなん」とある（国会図書館の元和古活字本の電子公開） 。
（










70） 『きまん国物語』では、鬼と 間の射芸競争に「くろかねの的」が登場する（ 『室町時代物語大成』四 『釈迦の本地』に婿選の競技の一として悉多太子と提婆の競争 登場するのも同趣だらう（真福寺善本叢刊『中世仏伝集』 ・ 『室町時代物語集』四・ 『室町時代物語大成』七他所収） 。
（




















物語』 ・西尾市立図書館岩瀬文庫蔵 八幡 菩薩縁起』 （電子公開） ・承応刊本『 の御本地』 （ 『室町時代物語大成 十） ・鞆淵八幡神社本（亀田孜氏『仏教説話絵の研究』 ） ・奈多宮本（ 『宇佐 国東半島を中心とする文化財』 ） ・恒石八幡神社 小林芳規氏「角筆下絵
　
八幡大菩薩縁起」 〔 『内海文化研究所紀要』二十二、平成六年 月〕 ）にも見える。猶注（９）の縁起もこれを持つ。
（
73） 『諸縁起』所収大江匡房作「筥崎宮記」 （ 『石清水八幡宮史料叢書』二） 。金沢文庫蔵『八幡略縁起』四に 引かれる 金沢文庫の中世神道資料』 ） 。
（
74） 「中世における神功皇后像の展開―縁起から『太平記』へ」 （ 『国文目白』三十一、平成三年十一月） 。能『弓矢』にも皇后と弓矢の結び付きが記される（日本古典全集『謡曲集』下） 。
（




77） 『神道集』巻四「信濃国鎮守諏方大明神秋山祭事」 （貴重古典籍叢刊『赤木文庫本神道集』 ） ・ 『諏訪大明神絵詞 古典文庫『中世神仏説話
　
続々』に見える。
〔付記〕現在の人権観念と相反する言説を含む文献を利用するが、筆
者がそれに与するものでない事は勿論である。
